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 １ 意見募集の案件名 

     千曲川活用推進ビジョン（素案） 

 

 ２ 意見提出対象者 

    制限なし 

 

 ３ 公表する案件の閲覧場所 

   （１）千曲川北信５市町かわまちづくり推進協議会 事務局 

        飯山市役所建設水道部道路河川課 午前８：３０～午後 5時 15分まで 

                               (土日、祭日を除く) 

   （２）事務局 飯山市ホームページ 

       

 

 ４ 意見の提出期間 

      令和 7年（2025年）６月３日(火)から令和７年（2025年）７月２日(水) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜担当課＞ 
飯山市 建設水道部 道路河川課 
（課長）奥原 司 （担当者）坪根 富士夫 
住 所： 飯山市大字飯山１１１０－１ 
電 話： 0269-67-0737（課代表） 
ファクシミリ： 0269-62-6221 
電子メール： dourokasen@city.iiyama.nagano.jp 

千曲川北信 5市町かわまちづくり推進協議会  

千曲川活用推進ビジョン(素案)   
 に対するパブリックコメントを実施 
        

千曲川北信 5 市町かわまちづくり推進協議会 

PR キャラクター 

 水萌
み な も

ちゃん 
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           千曲川活用推進ビジョンの骨子 

 

１ 理 念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 基本目標 ～目ざす千曲川の未来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古の時代より人々は、川に寄り添い、川と共に暮らしを営んできました。 

それゆえ川は、地域の自然や歴史・文化、そして人々の暮らしを映し出す鏡と言われ

ています。 

本エリアの千曲川沿川は、変化にとんだ地形を舞台に、自然が織り成す美しい風景、

人々が作り出した河川敷や堤防の景観、数多な歴史・文化の香りが漂う、まさに万人

を魅了する癒しの聖地です。ここに暮らす人々にとって、幼いころから親しんできた

故郷のランドマーク、ふるさとを愛する拠所であり、故郷の宝です。 

 この宝を改めて見つめ直し、磨きを掛け、多くの皆さんの連携により、さらに付加

価値を与え、古の時代のように川に寄り添う文化をこの地に再び定着させることで、

心癒される故郷の暮らしの実現と、千曲川をフィールドとしたアウトドアアクティビ

ティによる広域観光の推進により、健康と癒しの聖地としてのブランドを高め、経済

的活性化を図ります。 

 

 

   思い出をつくり、人を育てる千曲川 

   歴史・文化を伝え、ロマン溢れる千曲川 

   美しい風景を映し出し、人々を癒す千曲川 

   アウトドアアクティビティが楽しめ        

            郷土愛を育む千曲川 

1 

2 

3 

4 

楽しむ

手段 

 

魅力を高

めてくれ

るスパイ

ス 
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３ 目標毎の活動方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４，活動コンセプト 

 

 

    (語句の意味) 

① 川とまちを繋げまちとまちを繋ぐ 

           ポート、サイクリングロード、散策路等の整備により川とまち  

   を繋げ、川を介してまちとまちとを結ぶ 

② 川と人を繋げ、人と人とを結び 

           各種イベントや行事等により、川へ多くの人々を誘うことで 

           人と人を結ぶ 

③ 未来へと繋ぐ 

           地域の活性化や発展、歴史文化の継承をしていく 

 

思い出をつくり、人を育てる千曲川 

 山や川は、時の流れの中でも普遍なもの、いつの時代だろうと変わることはあり

ません。ここに住まう多くの人々の心の奥底に、心情風景として刻み込まれていま

す。 

 そんな精神性の高い千曲川での幼い頃の思い出作りの活動を推進します。 

1 

 歴史・文化を伝え、ロマン溢れる千曲川 

 

 古の時代より人々は川に寄り添い生活を送ってきたからでしょうか、河川沿川

は、歴史・文化の宝庫です。これらは地域固有の資源であり、アイデンティティー

そのものです。地域に暮らす人々にとって、親しみや誇り、ロマンを感じるもので

す。 

 これらの資源を掘起し、その魅力を多くの皆さんと共有できる活動を推進しま

す。 

2 

 

 美しい風景を映し出し、人々を癒す千曲川 3 

 千曲川の織りなす風景は、飽きることのない山紫水明の眺めです。北信五岳と

高社山は、古の時代からこの地域に暮らす人々にとって最も親しまれてきた山々

であり、その中央を、千曲川が悠々と流れています。唱歌「故郷」を作詞した高野

辰之博士の感性をくすぐった素晴らしい風景が、この地域には沢山あります。そ

の素晴らしい風景を守り育て、川面から、あるいは堤防から、時には車窓から楽し

める活動を推進します。 

 

アウトドアアクティビティが楽しめ、郷土愛を育む千曲川 4 

 千曲川の特徴は何といっても、川幅が広く、流れが穏やかなことです。 

カヌーやボート、あるいは SUP での川下りも、ここならではの楽しみ方があり

ます。千曲川の特徴と相性の良いアウトドアアクティビティの普及に向けた活動

を推進します。 

 

川とまちを繋げ、まちとまちを結ぶ。 

 川と人を繋げ、人と人とを結び、未来へと繋ぐ。  
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５ 千曲川活用推進プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標番号 ﾃｰﾏ番号 テーマ プロジェクト名 

 

１ 

思い出を作

り、人を育て

る千曲川 

  

 

１ 

 

令和版 

トムソーヤ

の冒険 

・故郷体験川散歩 

・千曲川の地質地形の学習イベント 

・修学旅行は日本一の大河千曲川へ 

・社員研修は千曲川でのラフティングで 

・子ども成長体験ツアー・チームビルディングツアー 

・千曲川お見合い大作戦 
 

２ 

歴史・文化を

伝え、ロマン

溢れる千曲川 

  

 

５ 

 

千曲川の

歴史ロマン 

・歴史を学ぶワークショップ 

・歴史を学ぶ川下りツアー 

・歴史スタンプラリー 

・VR・AR開発 

・VR・ARを活用した歴史・文化散策ツアー 

３ 

美しい風景を

映し出し、

人々を癒す 

千曲川 

 

 

 ６ 

 

車窓から

の千曲川 

・車窓からの風景フォトコンテスト 

・ワイナリーと酒造蔵を巡るほろ酔い北信濃の鉄道旅 

・スノーモンキーと雪化粧した千曲川散策ツアー 

・幻想的な冬景色を堪能するツアー 

・ふるさとの原風景散策ツアー 

 

 

 

４ 

アウトドア 

アクティビ 

ティが楽し

め、 

郷土愛を育

む千曲川 

  

 

２ 

 

日本一の

大河で自

転車思い

出づくり 

・サイクルトレインで楽しむ北信濃の旅 

・サイクルボートで楽しむ北信濃の旅 

・Eバイクで楽しむ北信濃の旅 

・サポートバス帯同で楽しむ北信濃の旅 

・シェアサイクリングによるスタンプラリー 

  

３ 

 

癒しの 

千曲川 

・カヌーでのんびり川下り 

・アニマルセラピー・愛犬と川散歩 

・バードウォッチング 

・SUP・SUPヨガ 

  

 

４ 

 

千曲川 

ダウン 

リバー 

レース 

・千曲川ダウンリバーカヌーレース大会 

・千曲川縦断自転車レース 

・SEA TO SUMMIT 

・千曲川トライアスロン大会 

・カヌーロングツーリング 

  

 

 

 

全 般 

  

7 

 

情報発信 

・SNSを活用したフォト・動画配信 

・ホームページによる情報発信 

・ペーパー・ボード等による情報発信 

  

 

8 

 

その他 

全般 

・ガイド育成・資格取得支援・企業支援 

・アウトドアギア調達 

・ポート周辺魅力づくり 

・アクティビティ拠点整備 

・河川沿川の広大空間活用 

・安全対策 

基本目標を達成するために考えられる具体的なプロジェクト（案） 
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